









































































一〇万人分の署名を集めなければならない。さらに、政党によらずに独立候補者として立候補する場合は、三〇万人分の署名が必要である（以上 二 一八年時点での選挙法規定による）。一八年選挙では、プーチンは、特定政党に依拠しないという姿勢をとり、独 者として出馬し、短期間で一五〇万を超える署名を集め、正式候補者として登録された。　
ここでは「お金（供託金）」ではな
く、人々の支持（署名） 立候補できる 景である。ロシア国民にとって、投票は政治的権利でもあり、また市民的義務（法的義務 はない）でもあり、そし日常生活にいろどりをそえるイヴェントでもある。そんなロシア大統領選挙風景をざっとスケッチすること、それがこのエッセイの目的である。　
あらかじめ選挙結果を確認しておく。

































































































































級の国立記念碑は、 クアラルンプールの観光名所 一 つとなっている。 台座 は 「自由と平和のために戦った勇敢な戦士たちにささげる」 と英語とアラビア語で記されている。 これは、 マ レーシアが共産主義ゲリラとの戦いに勝利したことを意味する。 群像を構成する七名の兵士 それぞれ、 勇気、 犠牲、 リーダーシップ、 強さ、 苦痛、 結束、 警戒を表 。　
二つの群像は、 躍動感があると同時に建
造物としての安定感もあ 。 それはこの二つが三角形を基盤としていること 起因
する。 下に行くにつれて地面と接する面が増大 ため安定感が増すのである。　
躍動感を三角の形状で表す群像は、 中
国の国共内戦 （解放戦争） の勝利を記念する博物館や資料館の定番の銅像である。 江西省南昌の八一起義記念館前の群像 （写真
5） は、 一九二七年八月一日、 中国共産党が
はじめて起こした武装蜂起を記念する。一九四五年八月の日中戦争終結後、 国民党と共産党の争いが再発する。 産党が勝利し、 国民 からその場所の統治権を奪った









































銅像よもやま話     6
13.済南毛沢東像14.任弼時の墓
12.南昌八一起義記念館前
に備えた。 西柏坡の 「五大書記」 の銅像の前には 「新中国はここから来た」 と書かれている。 また、 写真
12は八一起義記念館前







ジャー的群像は、 二一世紀になってから登場したものである。 かつての毛沢東像 （写真















共産党第八期中央委員会第一二回全体会議） で劉少奇は党を除名され、 鄧小平は全職務を剥奪された。 その後、 劉少奇は紅衛兵による激しい攻撃を受けて、一九六九年一〇月に死去し 鄧小平は、南昌で三年に及ぶ軟禁生活を送った。 陳毅や粟裕も批判 さらされ、 閑職に追いやられた。 最後まで紅衛兵の批判に屈しである。こうした妄想は銅像を見る楽しみの一つでもある。
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銅像よもやま話     6
　
正式には「福嶋ゼミ」という名前のゼ




からの質問には「答えられない」と か言えない。なぜならそのゼミを作るのはゼミに所属するメンバー全員であって、一人一人が面白いゼミ、意欲的なゼミ、学べるゼミを作っていく気があるか かかっているからである。もちろん「一メンバー」としての教員という役割を担う福嶋の影響力は大きい。そこに面白さがあり 難しさがあり、充実感があり、無力感 る。毎年が、毎月が、毎日が勉強である。　
これが福嶋ゼミの基本方針であること
から、ゼミのルール・目標もメンバーである学生が決める。毎学期初回の講義時に教員は教室から退出し 生 みでそ
の学期のゼミのルール・目標を話しあうことになる。全員一致を原則とし、以降は教員 いう役割を担う福嶋がゼミのルールの管理者として振る舞うことになる。それゆえ、学生同士の話し合いの結果として「ゼミ開始後三〇分後までは遅刻とはしない」、「提出期限は一週間オーバーまでは認められる」というルールが設定されることもありう 。幸 にもそのようなルールが設定されたことはまだないが、それを良 とするのであれば教員は何も口出しをしない　
福嶋ゼミで行われるイベントとして、ゼ






「One for All, 
　　　All for One」




















































成田空港のベトナム航空のカウンターチェックインし、ハノイのノイバイ空港で航空機の乗り換えをおこなった。今年度から担当教員はノイバイ空港で合流することにした。この点は、学生たちのみでトランジットを体験してもらうといなった。ワットシェントーン、ワットマイ、ワットビスンナラー などの上座部仏教の寺院をめぐり、建物の壁画に込められた神話やかつての王と寺院 関係などを現地ガ ドから学んだ。さらに、男性の出家や僧侶の待遇など日本社会のなかではあまりなじみ ない宗教実践について解説を受けることで異文化の社会動態を目の当たりにす ができた。その他にも王宮博物館、モン市場なども見学した。
　
前述の空港からの専用車に現地ガイ
ドをつけていることを含め、二日目・三日目にガイド手配をしている点は「世界遺産 暮らす人びとの生活を知る」というコンセプトに基づいている。ルアンパバーンの街は、必ず も観光ガイドを依頼しなくとも充実した体験が可能である。ガイド手配は、街全体が世界遺産に指定されている空間において、生計を立てる一手段としての観光ガイドの役割 理解してほしい
という考えに基づいている。また、三年次に継続的に実施しているゼミ合宿「プーケットでのランドオペレーター研修」での体験を「実際 体験し みる」という担当教員の（隠れた）意図もあ （三年ゼミ合宿の内容は『榧』第三号を参照）。さらに、夕方以降に出現する路上市場を見学することで観光産業と生計手段との関連性を学ぶことができた。 う、主体的な学びの一環でもある。とくに往路について、 ハノイ
＿
ルアンパバー

































ウー洞窟には車でもアクセスできるものの、毎回メコン河をボートで往復している。大陸河川の広大さ 目の当たりにするとともに、生活に密接した河川を肌で感じてもらうことを目的 このルート採用している。洞窟へ向かう途中、酒造りの村（バン・サンハイ）に立ち寄った。現地ガイドの説明によれば、この地域ではかつて酒造り みをお なっていたが、観光客の増加とともに、刺繍をし、それを販売するなどの生業が増えたとのことであっ ここでは観光客の出現によって変化したであろう のローカルな実践を観察できた。四日目：
この日は早朝にみられる托鉢を
観察した。袈裟を着た僧侶が一列になって托鉢する姿は壮観であり、二日目に巡検した上座部仏教の僧侶の具体的な修行の一端を垣間見ることができた。同時に、現地の人びとに混ざり、観光客が托




















































































































だが、園芸種として世界各地に持ち込まれた。葉は一年中緑で艶があり、夏になると白い花が咲き、見 いる分にはかわいらしい植物である。 かし、繁殖力がとても強 もある。茎を這わせて地面を覆ってしまうため他の植物が生えることができない。かんさつ会のレポートによると、トキワツユクサの繁殖力により、枯死寸前となったツツジもあった。トキワツユクサが地面を覆い、光を遮ってしまうためである。　
駆除する際に気を付けなければいけ
ない点は二つ 一つは、茎が非常








色になっている。これらによく似ている植物が、在来種のツユクサである。この場合、葉に艶がない そのため、葉を見比べて 区別しながら作業を行う必要がある。他にもヤブミョウガやチヂミザサも似ているが駆除対象にはならない、ヤブミョウガは葉 大きく、茎も少し太かった。チヂミザサは葉が波打っており、毛が生え ことが特徴である。　
井の頭公園ではこの他に、アメリカオ
ニアザミやワルナスビといった外来植物が繁殖している。アメリカオニアザミはヨーロッパ原産、ワルナスビはアメリカ合衆国南部原産であり、どちらも繁殖力が強い。一方で、日本固有の保護植物生えている ジュウ ヒトエ、キランソウ、オトコエシなどである。ジュウニヒトエは 草丈を伸ばせる環境が減ったこと、キランソウは草刈りや人による踏み付けで近年数を減らして る。　
今回の体験で、外来生物の駆除はと
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